
合格体験記

第 l ロ ー スクールでの勉強方法について

1 論文試験に向けた勉強方法

私は要領が良い方ではないため、毎日授業で出される課題をこなすことで手一杯

でした。 そのため論文試験に向けての勉強においても、補講を除いて授業以外で問

題を解くということはしていません。①授業等で起案を書く。②書いた起案から同

様の問題で使えそうな部分を抜き出し、そのままでは使えないあてはめの部分につ

いてはあてはめの仕方をまとめ、 1 つの場所にまとめる。 ③同様の問題でその通り

の記述をする。④修正すべき部分を修正する。⑤これを繰り返してそれぞれの問題

に対して記述する内容を作り上げそれを覚える。 したことはそれだけです。ただ私

は起案を 120 分で仕上げることがとても苦手で、 本番も時間配分で失敗したため、

もっと授業等での起案で時間配分について意識すべきであったと反省しています。

司法試験では典型的な論点から外れた問題が出ることもあるため、本番にそのよ

うな問題が出ても落ち着いて対処できるようたくさんの問題に触れておくことも

大切だとは思います。 ただ、 たくさんの問題に手を出してどれも中途半端になって

しまうよりは、他の受験生に書き負けないよう典型的な論点をしつかりと書けるよ

うにしておいた方が良いです。先生方がよくおっしゃられているように、 見たこと

もないような問題は他の受験生も分からない可能性が高いため、変なことさえ書か

なければ大きなダメ ー ジにはならないはずです。

2 短答試験に向けた勉強方法

短答試験に向けての勉強においては、 辰巳のパーフェクトを利用していました。

しかし司法試験3か月前頃から短答試験に向けての勉強を始めたため結局バー フ

ェクトを 1 周することもできず、もっと早くから勉強を始めるべきであったと反省

しています。本番の会場には直近のTKCの短答部分を持ち込んで知識を詰め込み

ました。

本番でも直前に確認した問題がいくつも出ていたため、やはり短答試験は過去問

等を解くことがとても大切なのだと実感しました。いつから勉強を始めるか迷って

いるのであれば、 今すぐ始めた方が良いと思います。私は全受験者中の半分くらい

の順位の点数しかとれませんでした。

第2 ロ ー スクールで役に立った授業や起案指導・チュ ー タ補講など

私はほぼ授業の内容のみで勉強をしその結果合格することができたため、ロ ー ス

クールの授業は合格に無くてはならないものであったと思っています。直接的には

司法試験に関わらない科目であっても、様々な知識を深めることや、将来について

考えること、 勉強へのモチベーションを上げることにつながるものばかりで、役に






